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人
口
減
少
や
電
力
需
要
の
増
加
で
、
ガ
ス
販
売
量
が

低
下
し
て
い
る
。
大
口
需
要
拡
大
対
策
は
ど
う
か
。

　
　

新
た
な
企
業
進
出
や
団
地
開
発
な
ど
の
情
報
を
、
市

長
部
局
と
も
共
有
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

ガ
ス
料
金
の
適
正
化
や
受
益
者
負
担
の
軽
減
、
市
独

自
の
支
援
策
の
取
組
は
ど
う
か
。

　
　

ガ
ス
料
金
の
改
定
は
必
要
最
低
限
の
利
益
を
確
保

す
る
に
留
め
、
適
正
な
水
準
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
物
価
高
対
策
の
支
援
を

実
施
す
る
が
、
市
独
自
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

ガ
ス
事
業
が
民
間
に
譲
渡
さ
れ
る
懸
念
は
な
い
か
。

　
　

内
部
留
保
資
金
が
、
第
３
次
ガ
ス
事
業
中
期
経
営
計

画
の
計
画
値
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
段
階

で
ガ
ス
事
業
の
譲
渡
は
考
え
て
い
な
い
。

水
道
基
幹
管
路
の
耐
震
化
は

　
　

今
後
の
水
道
基
幹
管
路
の
耐
震
化
は
ど
う
か
。

　
　

更
新
時
期
を
前
倒
し
し
て
、
28
・
６
㎞
の
基
幹
管
路

の
耐
震
化
を
予
定
し
て
い
る
。

小
中
学
校
敷
地
の
借
地
料
の
見
直
し
を
！

　
　

契
約
更
新
時
に
お
け
る
地
権
者
と
の
協
議
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

　
　

借
地
料
が
適
正
な
水
準
と
な
る
よ
う
見
直
し
等
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
市
有
地

と
の
交
換
も
含
め
、
地
権
者
と
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　

新
上
越
市
の
誕
生
か
ら
、
20
年
経
過
し
た
が
、
こ
の

間
、
特
に
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は
想

定
以
上
に
進
ん
で
い
る
う
え
、
課
題
が
一
向
に
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。「
空
き
家
が
増
え
、人
も
減
っ
て
困
る
。
我
々

の
区
を
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
の
切
実
な
声
を
聞
く
た

び
に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
。
現
状
を
打
開
す
べ
く
、
総

合
事
務
所
の
抜
本
的
見
直
し
と
同
時
に
、
ま
ち
づ
く
り
振

興
会
等
を
統
合
し
、
地
域
振
興
を
力
強
く
推
進
で
き
る
新

た
な
組
織
「
未
来
創
生
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
、
次

の
内
容
で
13
区
に
設
立
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
組
織
形
態
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
【
設
置
場
所
】現
総
合
事
務
所

等
【
業
務
】地
域
振
興
等
【
人
事
体
制
】①
ま
ち
づ
く
り

振
興
会
等
の
会
長
を
理
事
長
に
充
て
、
職
員
は
そ
の
ま
ま

移
管
②
市
職
員
を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
５
名
程
度
出
向
さ

せ
る
③
区
在
住
者
の
採
用
④
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

【
財
源
】市
の
補
助
金
・
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
等
の
財
産
・

ふ
る
さ
と
納
税
他
【
期
待
効
果
】地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
た
う
え
で
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
価
値
あ
る
投
資
や

効
果
的
な
施
策
を
実
行
で
き
る
な
ど
、
行
政
職
員
が
積
極

的
に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
る
。

　
　

地
域
自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
総
合
事
務
所
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
整
理
し
、
必
要

な
見
直
し
を
行
う
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
地
域
協
議
会

や
地
域
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
具
体
的
な
制
度

設
計
に
入
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
そ
の
際
、
議
員
提
案

の
考
え
方
や
手
法
に
つ
い
て
参
考
に
し
た
い
。

　
　

令
和
６
年
９
月
末
か
ら
、
７
つ
の
公
共
施
設
の
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
が
使
え
な
く
な
っ
た
。
特
に
市
民
プ
ラ

ザ
と
ミ
ュ
ゼ
雪
小
町
は
利
用
者
が
多
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
考
え
る
が
、
今
後
の
整
備
予
定
は
。

　
　

最
近
は
、
格
安
プ
ラ
ン
の
普
及
等
も
あ
り
、
一
時
的

な
ネ
ッ
ト
検
索
で
は
、
ギ
ガ
を
大
量
消
費
し
な
い
こ
と
か

ら
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
を
終
了
し
た
。

　
　

高
校
生
が
ミ
ュ
ゼ
雪
小
町
で
「
高
校
生
の
居
場
所
づ

く
り
」
の
実
証
実
験
を
行
い
、
１
番
目
の
要
望
が
「
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
で
あ
っ
た
。
現
在
、

高
校
生
の
７
割
が
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
勉
強
し
、
ミ
ュ
ゼ
雪

小
町
で
も
多
数
の
学
生
が
勉
強
し
て
い
る
。
オ
ー
レ
ン
プ

ラ
ザ
同
様
に
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
の
整
備
を
望
む
が
ど
う
か
。

　
　

高
校
生
の
居
場
所
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
と
は

　
　

こ
こ
数
年
、
様
々
な
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
増
え
て
い

る
が
、
不
登
校
児
童
や
生
徒
に
関
す
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

事
業
者
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

児
童
生
徒
の
出
席
や
成
績
評
価
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
を
進
め
、
多
様
な
学
び
を
保
障
す
る
。

本
城　
文
夫
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ガ
ス
事
業
の
将
来
は

丸
山　
章
（
無
所
属
）

提
言
「
未
来
創
生
ス
ペ
シ
ャ

ル
セ
ン
タ
ー
」
の
新
設

高
山　
ゆ
う
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
！

ミュゼ雪小町  交流スペース

市民プラザ  市民コーナー

オーレンプラザ  交流スペース
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